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第　6　9　号

　　発　行　所

大根占町役場
　爾話大根占1番

編隼兼発行人

喜　半　次　郎

所

半

刷

喜

印

遊

麗児島市易居町2番地
南日本新聞社印刷局

　電話②7171番

　「町民の声」

　　をつのる
町政への批判、意見、

希望なム率直な町民
の声をお寄せ下さい・

ftf’fT氏名を明記し、毎

月25日まで「広報係」
へ法つて下さい。

　
県
ト
の
自
転
中
の
数
は
約
1
1
i
O
万
台

こ
れ
は
一
・
五
世
帯
に
一
台
の
割
に
な

り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
羅
ま
れ
る
自
転
申
の
数
も

多
く
、
昨
年
は
1
1
1
七
四
o
台
’
今
年
は

9月15日から県下一ぜい実施
　警察と販売店が協力して

六
月
末

ま

で
に

li1U
七
台
が

盗
ま
れ

こ

れ
は

全
浴
難

事
件
の

四
分
の

一
以
上

を
占
め

て
い
ま

す
。　

と
く

に
今
年

の
四
月

か
ら
自

転
車
税

が
廃
止

さ
れ
臨
札
が
な
く
な
つ
た
こ
と
に
よ
つ

て
一
層
ふ
え
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
自

転
車
の
藩
難
が
多
い
原
因
は
、
盗

ん
だ
自
転
中

が
容
易
に
売
る
こ
と

が
で

き
る
か
ら
で
、
盗
ん
だ
自
転
中
の
申
し
　
こ
れ
で
、
自
転
車
を
売
買
し
た
り
’
　
1

五
％
は
売
ら
れ
た
り
、
入
織
さ
れ
て
い
畷
入
れ
、
交
換
す
る
と
き
は
、
必
ず
登
w

ま
．
ま
だ
処
分
さ
れ
な
い
で
犯
入
が
欝
・
譲
7
ド
を
ξ
え
て
取
引
」

持
つ
て
い
た
の
は
一
＝
％
と
な
つ
て
い

ま
す
。
ご
れ
か
ら
み
て
も
、
ど
れ
ほ
ど

た
や
す
く
不
用
意
に
不
正
品
の
取
引
き

が
行
わ
れ
て
い
る
か
叉
わ
か
り
ま
す
o

　
そ
こ
で
誰
に
で
も
す
ぐ
不
正
品
の
見

わ
け
が
で
き
て
、
た
と
え
盗
ん
で
も
、

簡
単
に
売
り
さ
ば
き
が
で
き
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と

が
盗
難
予
防
と
な
る
わ
け

で
す
。

　
そ
こ
で
生
れ
た
の
が
自
転
車
登
録
で

す
。　
害
蕊
は
含
部
の
自
転
申
に
番
号
人
り

の
登
録
証
を
車
に
と
り
つ
け
、
同
じ
番

号
の
登
録
力
ー
ド
を
持
ゴ
と
警
察
が
そ

れぐ
保
管
し
ま
す
。

き
す
る
こ
と
に
な
り
、
た
と
え
盗
ん
だ

り
、
だ
ま
し
取
つ
た
り
し
た
自
転
車
も

登
録
力
ー
ド
が
な
い
の
で
不
正
品
の
発

見
が
早
く
な
り
、
犯
人
の
捜
査
と
’
盗

ま
れ
た
自
転
申
の
発
見
に
も
大
い
に
役

立
ち
ま

す
。
ま
だ
、
買
っ
た
り
、
顧
受

け
す
る

力
で
も
盗
品
を
扱
つ
て
損
を
す

る
こ
と
も
な
く
な
り
ま
す
。

　
鷲
録
は
九
月
十
五
日
か
ら
県
下
一
せ

い
に
行
わ
れ
ま
す
。

瞥
察
と
自
転
中
敗
売
店
が
協
力
し
て

行
い
、
登
録
料
は
一
台
に
つ
き
’
自
応

車
1
　
1
0
円
、
原
動
機
付
自
転
車
四
〇
円

と
な
つ
て
お
り
、
一
せ
い
登
録
後
は
そ

れ
ぞ
れ
三
〇
円
と
六
〇
円
と
な
り
ま
す

一
台
も
登
録
も
れ
が
な
い
よ
う
、
帯
協

力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
o

◎

自
転
車
ド
口

◎
盗
ま
れ
た
自
転
車
の
七
割
は
、
宵
の

口
か
ら
夜
に
か
け
て
、
カ
ギ
を
か
け
な

い
で
し
か
も
、
目
の
と
A
“
き
に
く
い
道

路
脇
や
、
出
入
り
の
は
げ
し
い
店
先
、

軒
下
に
置
い
て
あ
る
」
に
、
と
ら
れ
て

か
ら
一
〇
分
以
ヨ
た
つ
て
か
ら
気
が
っ

い
て
い
る
の
が
九
割
近
く
を
占
め
て
お

り
、
こ
れ
で
は
盗
み
や
す
く
、
つ
か
ま

り
に
く
い
の
は
当
然
で
あ
る
。

へ
の

心

得

◎
ど

ん
な

場
合
で
も
、
自
枢
玲
を
お
り

　
た
ら
カ
ギ
を
す
る
習
贋
を
っ
け
る
こ

と
が
第
一

◎
カ
ギ
は
藻
込
錠
よ
り
も
、
馬
蹄
形
の

　
錠
、
そ
れ
よ
り
も
鎖
都
を
車
輪
に
巻

　
く
の
が
一
吝
よ
い
o

　
　
ま
た
後
だ
D
で
な
く
前
車
輪
に
も

　
つ
の
る
と
一
層
安
全

第
三
次

自
衛
官
募
集

　　
申
込
は
1
0
刀
1
0
日
ま
で

　
い
ま
昭
和
三
三
年
度
第
三
次
二
『
陸

海
宕
士
の
墓
集
が
次
の
と
お
り
け
じ
ま

つ
て
い
ま
す
。

◇
募
集
人
員

　
　
二
等
陸
士
　
約
九
二
七
o
名

　
　
二
等
海
士
　
約
　
三
七
〇
名

　
　
二
等
室
士
　
約
1
七
〇
〇
名

　
　
　
計
　
　
約
一
一
三
四
〇
名

◇
応
寡
資
格

　
昭
和
九
年
一
月
＝
H
か
ら
昭
和
一
六

年
一
月
一
日
ま
で
の
間
に
些
れ
た
（
昭

和
三
四
年
一
月
l
日
現
在
一
八
才
以
上

二
五
オ
未
満
）
日
本
国
籍
を
有
す
る
男

子
で
中
学
校
革
業
程
度
の
学
力
を
有
す

る
老
◇
受
句
期
間
及
び
受
W
場

　
所
　
昭
和
三
1
1
l
u
r
九
月
　
1
日
か
ら
I
O
月

　
1
0
日
ま
で
t
町
役
場
総
務
課
庶
務

係
で
受
付
ま
す
。

◇
試
験
科
1
1

　
中
学
険
卒
業
程
度
の
学
力
に
つ
い
て

二
等
陸
士

二
誓
海
士

二
零
室
士

◇
給
脇

昭
和
三
四
4
1
一
月
ー
旬

〃
　
　
一
月
上
旬

〃
　
　
1
月
l
l
月 平

日
の
課
華
終
了
後
、
土
鰍
の
午
後
、

「

日
曜
日
及
び
休
H
に
は
列
出
が
許
可
さ

れ
ま
す
。
し
た
が
つ
て
隊
員
の
中
に
は

定
時
制
高
松
や
大
学
の
夜
間
乱
に
涌
学

し
て
い
る
者
も
あ
り
ま
す
。

⑧
厚
生
福
祉
1
1
健
康
で
か
つ
6
8
朗
な
部

隊
生
活
を
営
も
た
め
、
ま
た
隊
員
個
々

の
教
哀
の
向
上
、
健
康
の
増
屯
等
を
図

一

る

た
め
厚
生
柵
祉
面
に
つ
い
て
も
色
々

な
漁
鎌
（
隊
内
売
店
、
珂
搭
所
、
洗
演

一
所
の
開
几
市
、
各
租
頚
鋤
部
、
教
養
等
部

の
設
置
、
教
藷
座
の
開
設
等
）
が
講

ぜ
ら
れ
て
い
ま
す
o

※
自
衛
官
を
志
願
さ
れ
る
万
は
一
回
受

験
し
て
不
合
格
の
と
き
は
懸
か
つ
た
と

こ
ろ
を
な
お
し
合
格
す
る
ま
で
受
験
す

　
二
等
陸
海
室
士
と
し
て
入
隊
し
ま
す

と
六
一
五
〇
円
（
食
費
被
服
費
除
く
）

で
一
ニ
カ
月
ご
と
に
昇
給
が
行
わ
れ
ま

す
。
そ
の
他
扶
養
手
当
、
期
末
手
当
、

勤
勉
手
当
等
が
麦
給
さ
れ
ま
す
。

◇
そ

の
他

①
休
暇
1
1
勤
務
一
カ
月
に
二
H
の
割
合

で
有
給
休
暇
や
正
月
給
暇
が
与
え
ら
れ

ま
す
。

②
外
出
‖
勤
務
に
及
障
の
な
い
者
に
は

る
こ
と

が
よ
い
で
す
。

　
一
一
訳
合
格
者
‥

陸
上
‖
永
田
和
義
ヂ
神
之
浜
一
区
）

　
　
　
田
中
　
勉
（
神
川
）

　
　
　
新
久
保
博
叉
（
池
田
）

海
上
‖
棉
園
　
博
g
e
　
（
鳥
浜
）

航
空
‖
水
流
　
義
光
（
神
川
）

　
一
次
志
願
者
数
　
一
八
人

　
二
次
志
願
名
数
　
二
七
人

浸
食
つ
づ
く
山
之
口
海
岸

近

v
応
急
工
事
実
施
か

海
岸
堤
災
害
復
旧
ゴ
ー
、
や
、
防
潮
提
　
こ
の
た
め
、
町
で
も
八
月
看
日
町
脇

で
俘
護
さ
れ
て
い
た
川
ノ
ロ
海
岸
は
、
会
全
員
協
議
会
で
善
後
策
を
協
議
、
町

行
う
豊
試
験
禽
語
蓼
、
茎
奔
の
四
2
う
か
ら
差
餐
が
ば
議
高
で
a
s
R
p
e
視
察
し
、
凛
十

＼

身
体
検
査
及
び
I
述
試
油
と
す
る
。

◇
採
用
時
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
f

しよりの日
　　　　　（9月15日）
「お一い楢川参りかい」

「とんてもない川の温泉へ
　しはらくて；1治につれていくんだよ」

一
じ
ま
り
、
七
月
中
句
か
ら
八
月
に
か
り

1一
て
と
く
に
は
げ
し
く
、
保
安
林
の
大
き

「
な
松
の
木
も
海
中
に
く
ず
れ
落
ち
、
水

田
糸
く
ず
れ
は
じ
め
’
附
近
の
民
家
も

早
晩
移
転
を
余
儀
な
v
t
れ
る
も
の
と

心
配
六
れ
て
い
ま
す
o

l
〔

　
　
　
そ

　
　
　
　
　
　
　
失
対
箋
と
は
如
で
あ
り
ま
し
て
、
我
々
失
対
事
業
に
働
い
に
プ
ラ
ス
に
な
る
の
で
あ
り
ま
し
て

町
　
民

　
　
　
　
　
　
何
な
る
も
の
か
、
町
く
土
は
、
失
業
者
が
仕
事
を
し
ょ
う
と
今
ま
で
荒
れ
て
い
た
町
道
も
円
々
整
備
一

の

声

民
の
み
な
さ
ん
も
御
し
て
も
仕
邪
を
み
つ
か
ら
ず
，
6
か
ね
さ
れ
て
ゆ
く
の
は
’
S
う
蓮
c
も
な
v
t

　
　
　
　
　
　
承
知
の
ご
と
s
著
え
ば
4
活
后
困
る
と
い
う
者
を
政
府
の
補
失
対
事
子
が
行
わ
れ
て
い
る
お
か
げ
で
　

ま
7
が
、
ま
た
く
中
に
不
認
識
な
人
助
命
に
よ
つ
て
仕
巾
を
さ
し
て
，
そ
の
あ
る
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
一

々
が
い
る
の
で
は
な
い
か
と
私
考
え
ま
裏
付
と
し
て
そ
れ
相
当
の
賃
金
を
貰
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

rl

　
　
　
　
　
　
　
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆
　
　
ノ
　
　
／

を
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た

　
そ
の
後
、
十
九
日
に
建
投
省
の
布
苗
一

川警
、
一
踏
堂
代
壁
竃
現
皇

視
察
し
ま
し
た
が
，
こ
の
地
域
は
海
岸
一

法
の
指
宅
を
受
け
る
こ
と
に
な
つ
て
お
一

り
，
近
ぐ
県
営
で
応
急
ゴ
挙
が
行
わ
れ
一

し
て
、
こ
こ
に
失

対
事
、
・
と
い
う
も

の
を
＋
分
認
ぷ
し

て
い
た
V
く
た
め

牛
情
扶
助
と
失
対

扶生
助活
こ

　失
越

曇対

田事

中
業

事
業
に
つ
い
て
轡
く
次
第
で
ご
ざ
い
ま

す
。　

牛
活
扶
助
な
る
も
の
は
仇
か
ず
し
て

月
い
ぐ
ら
と
い
う
ふ
う
に
家
族
人
員
に

ょ
つ
て

大
小
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
れ

こ
そ
汁
一
滴
流
さ
ず
し
て
月
々
貰
う
金

“
I
t
　
l
t
t
l
l
l
t
　
“
　
1
　
i
二
一
一
輪
　
　
一
一
一
一
一
一
一
　
　
　
　
　
　
一
l
一
T
t
l

山
ノ
ロ
か
ら
彌
生
式
土
器

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山

す

そ
に
庄
居
あ
と
？

社
教

委
員
に

10

氏

決

る

昭
和
三
ト
三
年
度
大
根
占
町
公
民
館

こ
の
為
に
町
当
局
の
力
々

も
相
当
苦一

運
営
審
謡
会
蚕
パ
と
兼
ね
て
町
社
会
教

実

糊竃羅
育
委
員
が
次
の
。
お
り
決
り
ξ

は
な
く
て
は
な
ら
一

な
い

人
き
な
事
業一

で
あ
る
と
考
え
ま
一

　
の
が
失
対
率
業
の
行
き
方
で
あ
り
ま
し
す
。

　
て
、
何
等
肋
か
ず
し
て
貰
う
金
で
も
な
　
何
卒
、
失
対
申
券
と
い
う
も
の
を
十
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

　
く
、
ま
た
、
こ
ん
な
人
々
が
い
る
こ
と
1
1
分
に
認
識
さ
れ
ま
し
て
共
に
手
を
に
一

　
に
よ
つ
て
政
府
も
補
助
金
を
出
し
て
く
ぎ
り
、
町
発
展
の
た
め
に
努
力
S
た
し
一

　
れ
る
し
、
我
々
も
仇
く
こ
と
が
で
き
ま
ま
し
よ
う
e

　
あ
何
と

か
生
活
で
き
、
町
と
し
て
も
大
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

三
：
昌
3
三
ー
三
：
：
三
’
ー
三
：
：
三
二
“
三
：
－
t
i
t
t
i
T
i
　
i
i
＾
T
i
t
t
　
F
i
　
t
t
　
i
t
d
t
i
i
t
　
“
n
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

　
山
ノ
ロ
海
岸
近
ぐ
の
砂
鉄
採
販
場
で

千
数
百
年
前
の
原
始
社
会
叉
化
を
実
証

す
る

貴
重
な
資
料
が
二
〇
点
近
く
も
発

掘
さ
れ
ま
し
た
。
写
真
は
そ
の
一
部
で

す
が
’
七
種
ぐ
ら
い
に
分
類
さ
れ
る
、

90オ以上は男1人｛こ女7人
　9月15日は「としよりのH」です。昭和26ξ1にyしよりの日が定
められて今年は8年目にあたります。そこで9月15Hから21日；：で
の1週間を”としよりの福祉週間”とrEめ、全国各地でとしよりを
な縫語露巖註雛昔識。，の酬燃が苔・離
されていますが、近い将来にけ老令者を対象とするr国民年金制度
」が実現される段随になつております。私たちはとしよりの方々に
対し、心から敬けんな気捲で接し、そしてその余！t’を明るく楽しく
過していたX’くようにさせてあげたい泊のEす。
　県や町では15日に90オ以十の老令者を勉門して慰閥品を贈りき
すが、部落でも婦八会などで敬老会などを行うことになつています

　　　　90才以上の老Cr者
皆倉
寺　前
旭　町
鳥　浜
神ノ区

六反田
弓場下

上ノ宇都

平　原　ツ　ル
谷　脇　工　夕
斜　木　サ　ダ
福　園　休次郎
帖　佐　イ　　ト
宮　下ハツガメ
長　谷　ナ　ツ
大　山　初　佐

96オ
92オ
92オ
92オ
90オ
90オ
90オ
goオ

　※　rとしより」は色云より食気、としよりの健康を高めるため
食牛活を二r夫してあげましよう。

三
l‘

ぺ

る
こ
と
に
内
定

し
て
い
ま
T
e

ど
れ
も
つ
り
合
い
の
と
G
た
赤
褐
色
の

弥
生
式
士
器
で
す
。

　
こ
ん
ど

の
出
土
で
面
白
い
点
は
、
注

居
跡
で
も
な
い
田
ん
ぼ
で
、
せ
ま
い
面

積
に
い
ろ
い
ろ
の
土
器
が
一
組
に
な
っ

と

∨レ

i
　
　
t

「elj）W“・・一・

て
騨
堀
さ
れ

た
こ
と
で
す

一
応
考
え
ら

れ
る

こ
と
は

大
雨
の
と
き

土
砂
と

共
に

流
れ
つ
い
た

も
の
と
思
わ

れ
、
県
道
よ

り
上
の
川
タ

そ
附
近
に
相

当
な
仲
居
跡

が
う
も
れ
て

い
る
の
で
は

な
い
か
と

み

ら
れ
ま
7
。

L（

　
○
　
．
｛
W

　

ニ
　
ぶ

・

竪
．
で
〉

懸〔

三
隷

ご
バ
℃
（

　
ニ
ざ
　
ヵ

〉ノ

ご
　
。

外

Σ

や輪

写真は保安林も海中にくすれた山ノ

ロ海岸　すく上は近く移転する民家

大事な一票です
u
9
月
1
5
日
現
在
で

基
本

選

挙

人
名

簿
作
ろ

　
　
来
η
は
、
町
議
会
議
員
、
　
　
調
費
も
れ
が
な
い
よ
う
に
、
よ
く
部

　
県
議
、
知
事
、
参
謡
院
議
員
落
長
さ
ん
に
聞
い
て
下
さ
い
。

　
な
ど
の
週
挙
が
行
わ
れ
ま
す
　
　
基
入
劉
挙
人
名
簿
は
九
月
十
五
日
現

　
　
こ

ん
ど

作
ら

れ
る

基
本
遡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
在
で
作
ら
れ
、
次
の
よ
う
な
人
が
週
挙

　
挙
人
名
簿
は
、
こ
れ
ら
の
雌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
権
が
あ
り
ま
：
“
“

　
挙
F
使
う
も
の
で
す
。
近
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

①
昭
和
三
十
三
年
六
月
十
六
日
以
前
か

　
部
落
長
を
通
じ
て
調
什
を
行

　
レ
・
委
員
会
の
選
挙
人
調
査
　
ら
引
続
き
大
根
占
町
に
住
ん
で
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
昭
和
十
三
年
十
二
月
I
I
十
I
日
以
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
生
れ
た
人

　
こ
れ
で
大
根
占
に
も
相
当
高
い
及
化

を
も
つ
た
弥
生
時
代
の
人
々
が
早
く
か
一

ら
農
耕
生
活
を
営
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
一

か
り
ま
す
。
今
後
’
山
川
’
中
種
子
の

遺
跡
と
の
関
係
を
研
究
し
て
ゆ
v
上
に

も
貴
重
な
資
料
と
な
り
ま
し
よ
う
。

　
（大
根
占
中
　
坂
元
教
諭
談
）

村
山

仲
助

篠
原

清
降

遊
喜
半
次
郎

本
釜
　
治

峯
隔
正
武

吉
元
宗
太
郎

鳩
戸

芳
治

大
山

勝
己

岩
元
そ
で
の

永
川

道
徳

大
根
占
小

町
役
場

町
議
会

池
田
中

民
生
委
員

神
川
農
協

町
p
連
大
中

会
長
町
婦
協
害
己

町
膏
協
轡
記

増
加
す
る

　
　
　
　
失
保
受
給
者

最
近
、
繊
維
、
鉄
工
業
界
の
操
短
、

な
ど

の
影
響
で
失
業
保
険
受
給
者
は
急

増
、
昨
年
同
期
に
く
ら
べ
て
約
一
・
五

倍
に
な
つ
て
お
り
、
本
町
の
受
給
者
は

七
月

分
で
二
一
九
人
、
九
五
万
六
千
円

南
隅
四
ヶ
町
村
で
は
［
1
1
｛
（
　
1
人
、
1
　
1
1
1
1

八
万
二
千
円
と

な
つ
て
い
ま
す
。

”
t
鋪
引
　
一
：
一

　
な
お
、
鹿
屋
公
共
職
業
安
定
所
で
は

次
の
よ
う
に
受
給
者
や
一
般
の
理
解
と

協
力
を
望
ん
で
い
ま
す
o

　1
、
失
業
保
険
は
、
離
職
の
前
一
年
間

　
に
六
ケ
月
以
上
被
保
険
者
で
あ
り
、

　
ま
た
就
職
す
る
意
志
と
能
力
が
あ
つ

　
て
仕
亭
を
探
し
て
い
る
も
の
だ
け
に

　
麦
給
さ
れ
、
離
職
し
て
離
職
票
を
安

　
定
所
に
提
出
し
た
y
け
で
無
条
件
で

　
麦
給
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
o

2
r
現
在
、
県
外
求
人
は
昨
年
の
七
割

　
弱
で
、
一
た
ん
失
業
す
る
と
t
な
か

　
な
か
再
就
職
す
る
こ
と
は
む
つ
か
し

　
い
の
で
、
退
職
す
る
と
き
は
父
兄
と

　
も
相
談
し
、
慎
軍
に
考
え
る
こ
と
。

’

t
一
＝
＝
，
　
エ
テ
一
t
言
　
　
’
　
●
　
二
一
一
＝
一
　
　
晶
’
一
一
る
7
＃
　
’
一
　
　
一
・
一
工
一
－
膓
．
L
一
＝
一
・
T
マ
　
畠
　
一
一
画
一
一
一
一
一
　
　
昌
一
一
一
＝
．
●
’
b
ふ
－
－
．
．
．
一
1
M
．
p
．
t

繋

口
　
広
島
県
下
の
向
島
立
花
部
落
で
は

▲
人
口
に
対
し
、
七
〇
オ
以
上
の
老
人

が
八
・
九
％
と
な
つ
て
お
り
、
全
国
平

均
二
・
二
％
に
比
べ
て
か
な
り
高
く
な

『
一

簿
に
登
載
さ
れ
て
い
な
い
人
に
は
申
告

書
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
つ

て
い
ま
す
。

つ
て
い
ま
す
’

　
こ
の
長
生
き
の
原
因
を

さ
ぐ
る
と

①

食
生
活
で
は
、
小
魚

　
や
海
草
、
貝
類
を
豊
富

一

に
と

つ
て
お
り
、
米
が

　
少
い
の
で
、
米
に
汝
や

　
イ
モ
を
混
食
し
釣
菜
、

　
百

類
に
め
ぐ
ま
れ
て
い

　
る
よ
う
で
す
。

②

そ
れ
に
長
生
き
に
は

　
老
人
の
精
神
衛
生
が
大

　

き
く
ひ
A
－
き
ま
す
が
、

工ーギカのき生長

　
ご
こ
の
人
々
は
温
厚
で
ケ
ン
カ
な
ど

　
め
っ
た
に
起
ら
な
い
そ
う
で
す
。

口
　
長
野
県
申
野
市
日
野
地
区
は
、
郡

　
内
第
一
の
長
生
地
区
で
、
申
で
も
間

山
部
落
の
長
寿
率
は
五
．
七
％
と
な

つ
て
い
ま
す
。

こ
の
地
区
の
食
習
慣
の
特
色
は
、
主

食
に
麦
の
混
合
率
が
多
く
、
粉
食
が

　
　
　
　
普
及
し
、
副
食
に
は
大
豆

食生活と心の卒和
味
噌
、
野
菜
の
利
用
度
が

高
い
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。　

こ
の
よ
う
に
艮
生
地
区

の
例
を
み
ま
す
と
r
食
生

活
の
改
善
を
図
る
と
と
も

に
、
家
庭
や
地
域
の
生
活

の
上
で
は
老
人
に
対
し
て

思
い
や
り
の
あ
る
配
慮
が

部
落
全
体
に
ゆ
き
わ
た
つ

て

い

C
と
い
う
こ
と
で

す
。

　
つ
ま
り

　
平
和
な
、
食
生
活
の
合
禦
化
さ
れ

た
郷
土
は
、
そ
の
ま
A
長
生
き
の
ま

ち
と
な
る
よ
う
で
す
。

A



（2）昭和33年9月10日報町占根大第69号

来
年
一
月
一
日
か
ら
の
メ
ー
ト
ル
法
め
る
こ
と
に
な
つ
て
い
ま
す
。

全
面
実
施
を
ひ
か
I
K
て
・
今
ま
で
い
ろ
一
来
年
一
月
l
日
か
ら
は
・
い
や
が
1
5

く
と
メ
ー
ト
ル
法
晋
及
の
啓
発
が
行
一
で
も
全
部
メ
」
ト
ル
法
に
な
る
の
で
す

わ
れ
’
す
で
に
飼
売
市
場
や
多
数
の
商
一
か
ら
、
一
日
て
も
早
く
な
れ
る
方
が
得

贔
は
メ
ー
ト
ル
法
を
完
全
に
実
施
し
て
」
策
で
す
o

い
千
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
　
そ
れ
に
は
、
換
算
W
糸
参
考
に
な
り

　
町
内
て
も
、
魚
や
そ
の
他
の
食
料
品
ま
す
が
、
伺
と
い
つ
て
も
史
感
で
一
キ

は
一
部
メ
ー
ト
ル
法
で
販
売
さ
れ
て
お
　
ロ
グ
ラ
ム
’
I
メ
ー
ト
ル
と
云
つ
た
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
頚
を
、
現
在
の
］
尺
’
　
I
p
t
の
よ
う
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

身
近
に
潰
識
す
る
こ
と
が
先
決
て
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
す
か
ら
、
と
に
か
く
早
く
実
施
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
、
当
座
は
何
か
と
不
自
由
を
願
ず
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
な
れ
て
し
ま
え

食料品

ル法完全実施へ

　　　　　7月町報掲載の長さ
ξ訂正：uaik右らんが次の

　　　　　とおり誤りがあつた
t）で訂IEします。

メートル誤正

約0．379メートル

〃3．788メートル

寸
　
尺

1　尺
以ド同じ

10尺

末

端
組

織
を

強
め

る

麟
鴫
醐
夏
期
大
会
ひ
ら
く

　
大
根
占
農
協
百

壮
年
部
で
は
、
八
月
か
、

i

l八
、
九
の
二
H
間
、
は
じ
め
て
の
試
三
つ
を
テ
ー
マ
に
分
科
会
、
総
合
検
討

一み
と
し
て
南
・
入
隅
高
校
大
根
占
校
含
で
会
が
行
わ
れ
た
。

とまず衣料品

トlメ

ば
便
利
に
な
り
ま
す
。

　
朋
H
か
ら
で
も
す
ぐ
そ
の
よ
う
な
心

が
ま
え
で
実
施
し
ま
し
よ
う
。

／ノ53匁

〃lO7匁

〃1斤
（160匁）

1キログラム〃267匁

1リツトル　約5合5勺

〃1升1合

升

8デシリツ〕・ル（180cc）
〃1　 A

夏
期
大
会
を
ひ
ら
き
ま
し
た
。

　
人
会
に
は
一
二
〇
名
の
《
員
が
集
り

寝
食
を
共
に
し
て
熱
心
に
討
論
し
ま
し

た
。
第
1
日
は
、
開
会
式
に
ひ
き
つ
“

き
、
「
農
業
経
営
の
問
題
点
」
と
題
し

て
、
卯
経
済
連
会
長
の
識
演
が
あ
り
、

支
部
対
抗
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
夕
食

後
は
映
幽
の
小
健
に

楽
し
く
過
し
、
第

二
日
目
午
前
中
は
ー
、
組
織
払
允
に
つ

い
て
、
2
、
営
農
改
麿
を
如
何
に
す
る

扉
稻
】

　
　
落
水
は
愼
重
に

　
上
旬
は
穂
ば
ら
み
期
｝
’
）
　
1
　
0
日
さ
ろ

3
・
曇
蓼
に
つ
い
て
告
ら
穂
が
出
．
ま
す
．
。
の
こ
登
薯
腸
引
、
土
寄
世
を
適
期
に
や
・
ま

り
、
町
で
は
す
乙
し
で
も
早
く
こ
の
メ

H
ト
ル
法
が
み
ん
な
に
な
じ
ま
れ
る
よ

う
強
く
運
鋤
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い
ま

す
。　
と
く
に
本
年
中
は
衣
料
晶
と
食
料
品

を
重
点
に
、
漁
協
、
商
∫
会
の
協
力
を

得
て
切
り
か
え
を
行
い
、
店
先
に
換
算
一

蒲
や
ボ
ス
タ
｜
を
掲
小
し
て
蝉
解
を
深

～
p
t
・
星
t
l
e
－
．
－
l
l
l
一
l
－
，
　
p
　
3
　
“
1
一
一
l
e
　
”
S
M
I
I
　
T
I
　
t
　
s
d
t
l
t
l

　
先
日
、
南
H
本
勉
聞
の
三
面
記
事
に

ふ
と

眼
を
涌
し
て
居
り
ま
し
た
所
、
お

食料品では

100グラムIY　27匁

20〔〕グラム

〃
　
〃

400
bu o

〃2約0，22ホンドト

18〃 （1，800cc）
　　　　　　〃

1

衣料品では

メー・・鶴ぽ三
約92cm

38　cm

3〔，cm

2，5cm

〃
　
〃
　
〃

ヤー一ル

鯨尺尺

尺
　
吋

＿

1

約3，5オンスく　ム　ラ0グ
0

約28，3
　　　　グラム

〃453・6
　　　　グラム

1オンス

1、ザンド

粘
論
と
し
て
は

ー
、
組
織
の
強
化
、
と
く
に
末
端
組
織

　
を
強
化
し
、
会
員
の
か
く
得
と
、
団

　
結
を
か
た
め
る
こ
と
。

2
、
地
道
に
日
冨
活
動
を
展
開
し
、
生

　
産
技
術
の
向
上
と
、
共
同
化
の
力
を

強
め
る
こ
と
、

等
が
申
合
さ
れ
、
午
後
は
女
部
対
抗
の

運
鋤
会
、
記
念
撮
影
を
行
い
、
大
会
を

終
了
し
た
。
な
お
、
大
川
占
農
協
で
は

寝
食
を
共
に
し
て
の

大
会
で
、
会
員
相
互

の
理
解
と

親
和
が
深

め
ら

れ
、
団
結
の
強

化
に
非
品
に
効
果
が

あ
つ
た
と
し
来
年
度

も
開
催
し
た
い
と
い
i

つ
て
い
る
。

ま
た
、
農
協
婦
人

部
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r

き
は
、
県
下
で
も
最

近
非
電
托
溌
と
な

り
、
崇
気
稜
退
の
折

柄
、
農
協
ぷ
鋤
の
大
r

き
な
安
え
と
な
つ
て
一

お
り
、
今
後
の
活
動
　

が
期
待
さ
肌
C
い
る

水
が
必
嬰
で
す
か
ら
十
分
水
を
た
X
え

ま
た
台
風
の
時
は
深
水
に
ず
る
よ
う
に

し
ま
し
よ
う
。

　
落
水
は
早
す
き
な
い
よ
う
、
穏
が
出

て
か
ら
一
カ
月
位
が
適
期
で
す
。

　
早
く
落
水
し
て
笑
り
を
悪
く
し
な
い

よ
う
気
を
つ
け
て
ド
さ
い
。

・

　
－

月の農作業
隈業技術員連絡協議会．

九
月
に
な
る
と
「
ヒ
エ

」
も
穂
を
田
し
ま
す
、

早
目
に
と
り
ま
し
よ
う

【甘
琶
憩
新

太
る
時
期
で
す
。
除
草

は
牛
育
に
さ
わ
ら

な
い

よ

う
、
ま
た
ツ
ル
返
し

は
や
め
ま
し
よ
う
。

（
秋
凡
鈴
薯
）

甘
酷
の
不
W
を
見
越
し

家
畜
の
飼
料
食
用
と
し

粕
六
〇
キ
ロ
、
硫
安
1
1
0
キ
ロ
、
過
石

四
o
キ

ロ
、
s
c
g
n
o
キ
ロ

　
中
旬
ま
で
に
は
植
付
け
ま
し
よ
う
。

（
－
入
根
類
）
　
　
み
の
早
生
大
根
は

し
よ
う
。
中
旬
ま
で
に
大
蔵
大
根
、
早

太
り
練
馬
大
根
な
ど
演
物
用
と
し
て
有

望
で
す
。

（
か
ん

ら
ん
）
上
何
播
は
判
崎

夏
播
、
豊
田
早
生
、
お
七
ぐ
ま
い
て
早

ど
り
は
富
士
早
生
が
よ
い
。

（
丁

ね
ぎ
）
早
墓
知
白
、
貝
塚

早
呑
普
涌
黄
泉
州
が
あ
り
ま
す
。
ー
旬

お
そ
く
と
も
中
何
ま
で
に
播
き
ま
し
よ
一

う
。
玉
ね
ぎ
は
苗
作
り
か
む
ず
か
し
い

と
い
わ
れ
ま
す
が
、
次
の
こ
と
に
任
轡

し
ま
し
よ
う
。

　
苗
床
は
管
弾
に
便
利
で
日
当
り
の
よ

い
場
所
で
，
酸
性
に
弱
い
の
で
石
灰
か

木
灰
を
坪
当
り
二
言
ほ
ど
や
つ
て
旦

き
ま
し
よ
う
。

種
子
量
は
坪
当
り
九
〇
ミ
リ
リ
ツ
ト
ル

〔約
五
勺
）
と
し
て
厚
播
き
に
な
ら
ぬ

よ
う
在
意
す
る
。

　
坪
当
り
雄
肥
六
〇
キ
ロ
、
硫
安
一
〇

o
グ
ラ
ム
燐
酸
一
五
〇
グ
ラ
ム
、
加
里
一

七
o
ク
ラ
ム
を
よ
ぐ
ま
ぜ
て
や
る
。

床
面
け
よ
く
鍬
で
お
さ
え
、
乾
燥
し
な

い
よ
う
十
分
水
を
か
け
ま
す
。

　
わ
ら
を
敷
き
、
穿
が
出
た
ら
取
り
の
一

ぞ

き
、
一
干
・
ル
の
馨
に
ミ
ス
亘

作
つ
て
日
お
い
を
し
ま
す
o
　
　
　
　
一

ま
い
て
下
さ
い
e

　
肥
料
は
堆
肥
I
O
O
O
キ
ロ
、
硫
安

二
五
キ
ロ

燐
酸
二
〇
キ
ロ
、
塩
加
七
キ

ロ
、
な
る
べ
く
家
か
ら
近
い
畑
が
刈
取

り
に
便
利
で
す
。

（
ク
ロ
ー
バ
ー
）
牛
、
馬
、
豚

用
、
一
度
ま
の
ば
1
I
－
－
三
年
砲
続
し
て

刈
れ
る

便
利
な
永
年
牧
草
で
す
。

　
反
当
勾
一
〇
ト
ン
以
」
あ
り
、
営
養

価
け
「
ヌ
ヵ
類
」
の
二
〇
〇
〇
キ
ロ
に

相
与
し
汁
す
。

　
種
子
は
役
場
経
済
課
に
申
込
ん
で
下

さ
い
。
価
格
は
反
当
三
〇
〇
円
位

【茶
の
管
理
】
一
〇
月
上
旬
が
肥

料
を
や
る
時
期
で
す
。
一
五
セ
ン
チ
ほ

ど
耕
し
て
反
当
硫
安
四
〇
キ
ロ
、
燐
酸

二
〇
キ

ロ
、
加
學
一
〇
キ
ロ
、
と
培
肥

は
多
い
ほ
ど
よ
い
。

　
成
木
園
で
二
、
三
番
茶
を
つ
・
よ
な
か

つ
た
茶
園
は
九
月
中
に
枝
を
切
り
そ
ろ

え
る
と

よ
い
e

　
　
　
　
　
　
て
陸
稲
後
竹
な
ど
に
植
ス
ま
し
よ
う
。

冑
壮
年
部
の
動

植
付
仏
日

中
を
さ
け
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
〈
－
：
’
r
K
）
晶
翻
は
長
岡
四
元
、
’
尿

　
　
　
　
　
　
都
三
早
、
以
上
結
球
、
花
心
白
菜
、
山

　
　
　
　
　
　
東
菜
が
有
望
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
作
付
は
七
五
セ
ン
チ
×
四
五
セ
ン
チ
【
飼
料
‥
作
物
】

　
　
　
　
　
　
　
点
搬
と
し
、
種
子
量
三
．
五
デ
シ
リ
．
（
え
ん
ム
）
U
牛
馬
用
＝

　
　
　
　
　
　
　
ッ

ト
ル
a
l
合
）
　
　
　
九
月
申
に
播
き
R
I
五
セ
ン
チ
か
ら
三

　
　
　
　
　
　
幕
肥
と

し
て
川
肥
一
五
〇
〇
キ
ロ
、
油
○
セ
ン
チ
、
吐
巾
六
〇
セ
ン
チ
に
し
て

増
産
に
u
ま
ず
堆
肥
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　10

月
一
せ
い
検
査
實
施

　
大
根
占
町
の
耕
地
は
、
壁
色
火
山
灰
金
肥
依
存
が
強
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す

ゴ
で
、
し
か
も
ボ
ラ
層
の
出
現
す
る
不
　
何
と
い
つ
て
も
、
生
産
を
増
加
す
る

艮
土
壊
て
、
そ
れ
に
大
雨
に
で
も
な
る
に
は
雄
肥
の
増
産
が
第
一
で
、
経
営
面

と

浅
い
作
土
は
流
れ
て
黒
ニ
ガ
の
固
い
一
か
ら
考
え
て
も
、
金
肥
代
を
少
く
し
て

下
旬
か
ら

層
が
残
る
と
云
つ
た
非
常
に
悪
い
条
件

に
あ
り
ま
す
o

　
今
、
本
町
の
地
肥
施
用
状
況
を
み
て

み
ま
す
と
、
水
田
で
は
面
積
の
約
四
分

iの
一
F
五
〇
〇
1
七
玉
○
キ
ロ
辞
度
、

陸
稲
は
七
五
〇
キ
ロ
前
後
、
甘
藷
に
は

や
ら
な
い
農
家
も
あ
る
よ
う
で
す
o

　

一方
、
血
肥
は
大
根
占
農
協
だ
け
で

年
に
1
’
g
O
O
万
円
も
敗
売
し
て
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ま
ロ
コ
　
　
コ
　
よ
　
ロ
ニ
コ
ニ
ロ
　
　
ゑ
エ
ロ
ロ
ご
　
こ
　
ご
　
　
ニ
コ
ニ
サ
　
　
ニ
ニ
ニ
む
　
す
あ
　
　
ニ
ニ
ニ
や
　
　
エ
の
ロ
エ
　
ニ
　
ニ
　
ニ
エ
コ
ロ
　
　
ニ
ニ
ご
お
ぽ
ぷ
　
　
ニ
ご
コ
こ
　
　
ロ
コ
る
ひ
　
ど
　
ど
　
ら
の
ニ
コ
ニ
ロ
　
　
の
ロ
ニ
ご
　
　
や
　
ロ
　
ニ
ニ
コ
ニ
コ
　
エ
ご
ニ
ひ
　
コ
　
コ
　
　
ニ
エ
ご
コ
　
　
　
ニ
ロ
ニ
　
　
ロ
　
ユ
　
ニ
ニ
ぷ
ご
　
　
ニ
ド
ニ
ニ
ロ
　
コ
ロ
　
ご
　
ニ
ニ
ニ
コ
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
か
本
県
海
域
ま
で
達
し
な
い
事
に
な
人
海
に
釣
糸
一
本
を
垂
れ
て
魚
の
餌
付
　
幸
い
に
し
て
本
町
の
場
合
、
国
県
並
大
根
占
池
に
於
け
る
百
、
珠
の
養
殖
、
岩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
唯
ひ
と
り
内
之
浦
の
場
合
の
み
で
な
き
を
待
つ
や
り
方
、
こ
の
人
工
衛
星
の
び
に
町
当
局
の
御
援
助
に
依
り
昨
年
度
問
地
粗
（
皆
n
神
川
城
ケ
崎
）
に
於
け

隣
り
内
之
浦
町
漁
巣
者
の
日
常
生
活
の
一
く
本
県
朱
躍
業
の
在
り
方
は
厳
し
く
批
世
の
中
に
こ
ん
な
原
始
的
漁
法
が
通
用
よ
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
プ
ロ
ツ
ク
に
よ
る
る
海
人
草
テ
ン
グ
サ
4
9
の
人
為
的
増
殖

困
窮
ぶ
り
が
記
誠
さ
れ
、
就
学
児
童
を

持
っ
親
趣
が
そ
の
子
供
を
学
校
へ
も
や

れ
ず
教
育
関
係
者
を
焦
慮
さ
せ
て
い
る

事
実
を
知
り
本
当
に
同
情
の
念
に
駆
ら

れ
る
と

共
に
’
や
が
て
本
町
に
も
訪
れ

て
来
る
で
あ
ろ
う
不
漁
の
嵐
を
想
像
し

新
た
な
る
決
意
を
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
o

そ
し

て
永
い
間
古
い
漁
帥
の
間
で
聞
か

さ
れ
て
い
た
古
い
諺
「
大
漁
は
四
年
毎

に
訪
れ
る
」
も
今
や
時
の
流
れ
の
推
移

と
共
に
現
代
漁
ま
に
於
て
は
敢
て
通
用

し
な
い
事
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
一
抹
の
悲

哀
を
抱
く
様
に
な
り
ま
し
た
。

　
況
ん
や
本
卯
漁
藁
の
立
地
的
条
件
を

再
検
討
す
る
時
、
日
本
列
島
の
東
、
西

を
同
逝
す
る
回
遊
魚
の
終
鴇
駅
と
も

云

わ
れ
る

現
況
に
て
こ
こ

迄
回
遊
す
る
間

に
北
は
北
梅
道
か
ら
南
は
九
州
沿
岸
各

県
の
優
れ
た
装
備
と

発
達
し
た
漁
勤
法

に
よ
り
捕
獲
さ
れ
叉
は
そ
の
回
遊
を
阻

判
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
段
階
に
追

込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
お
互

い
に
此
の
現
状
に
直
面
し
て
ひ
た
す
ら

吾
々
漁
菜
者
の
深
慮
速
課
の
乏
し
さ
を

痛
感
さ
せ
ら

れ
こ
の
陥
路
打
開
の
為
大

き
く
社
会
問
題
と
し
て
取
上
げ
速
や
か

浅
海

　
　
　
　
と

増
殖

郷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
恒
久
的
刈
策
を
確
立
す
べ
き
だ
と
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
決
す
る
次
第
で
あ
り
f
f
．
　
；
“
e

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
く
の
如
く
す
べ
て
の
魚
族
は
年
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
1
と
減
少
の
一
途
を
た
ど
り
っ
A
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
日
、
徒
ら
に
旧
来
の
漁
法
に
の
み
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
執
持
せ
ず
、
自
ら
進
ん
で
漁
具
漁
法
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
改
良
に
専
念
し
第
六
感
の
漁
莱
か
ら
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
の
漁
薬
に
転
進
す
へ
き
で
あ
り
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
う
。
一
H
中
網
を
張
り
あ
て
も
な
く

害
さ
れ
生
き
残
り
の
僅
か
な
魚
族
だ
け
・
回
遊
ず
る
魚
族
を
待
つ
や
り
方
’
広
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

す
る
か
’
テ
／
ず
の
早
い
今
の
世
に
漁

巣
者
の
み
が
文
朋
の
孤
児
と
し
て
取
り

残
さ
れ
て
い
る
事
は
果
た
し
て
誰
の
責

だ
ろ
う
か
、
総
べ
て
漁
話
者
一
人
I
人

の
目

業
目

得
の
外
あ
り
ま
せ
ん
、
然
ら

ば
現
品
に
於
り
る
本
町
漁
ぷ
の
生
き
力

魚
礁
設
置
事
業
を
W
施
、
ぶ
々
と
し
て

其
の
成
果
を
ー
げ
つ
つ
あ
る
事
は
誠
に

喜
ば
し
い
次
第
e
す
が
守
一
歩
前
進
し

て
も
っ
と
多
角
的
な
増
殖
事
業
の
確
立

が
欲
し
い
次
第
で
あ
り
ま
す
。

ムユ
〈
根
占
町
地
先
海
岸
の
底
織
の
分
伍

土

の
水
産
業

大
根
占
町
魚
業
振
興
会
長

＿

越

①

郎

は
如
何
に
な
す
べ
き
か
。
　
　
　
　
　
一
を
眺
め
ま
す
時
、
砂
浜
あ
り
、
岩
碑
あ

　
資
本
が
訂
す
な
ら
ば
限
り
な
き
大
洋
り
’
砂
泥
地
あ
り
、
叉
河
口
則
あ
り
で

に
勇
躍
し
魚
群
を
追
つ
て
的
確
に
捕
獲
浅
海
増
殖
と
し
て
適
用
づ
る
な
C
ば
貝

す
る

遠
洋
漁
業
へ
の
転
換
も
艮
か
ろ
う
類
擬
類
は
勿
論
浅
魚
族
の
養
殖
は
十
分

け
れ
ど
も
、
何
千
万
円
の
資
本
を
捗
す
一
可
能
で
あ
り
あ
た
ら
こ
の
広
大
な
適
地

る
こ
の
稲
の
漁
業
は
現
今
の
馨
細
漁
民
を
等
間
に
付
り
る
事
は
本
町
漁
民
の
恥

個
ノ
・
の
力
に
て
は
到
底
望
む
べ
き
も
の
一
で
あ
る
は
か
り
で
な
く
為
政
者
の
不
見

に
あ
ら

ず
残
る
べ
き
方
法
と
し
て
は
魚
識
を
笑
わ
れ
て
も
致
し
方
の
な
い
寧
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

コ

貝
類
を
養
い
つ
つ
採
捕
す
る
浅
海
増
憩
ろ
う
と
思
わ
れ
て
な
り
ま
せ
ん
．
例
え

の
方
法
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
ば
神
川
河
口
に
於
け
る
ワ
ヵ
メ
の
増
殖

地
力
を
作
る
こ
と
が
先
決
で
す
。

　
町
で
は
五
日
か
ら
一
五
日
ま
で
を
、

堆
肥
の
材
料
収
集
週
間
と
し
、
反
当
七

五o
キ
ロ
施
用
を
目
標
に
、
各
戸
に
目

標
鼠
を
示
し
、
頑
張
る
よ
う
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。

な
お
、
一
0
月
下
旬
に
は
町
内
一
せ

い
に
堆
肥
検
査
を
や
り
ま
す
か
ら
、
ぜ

ひ
努
力
し
て
目
標
を
連
成
し
て
下
さ
い

四
番
葉
操
業

賠

償
金

一
億

円
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葉
た
ば

こ
空
前
の
豊
作

　
本
年
艮
の
葉
た
ぱ
ご
作
は
天
候
に
め
　
ロ
当
三
二
六
円
で
§
ず
よ
い
作
況
で
し

ぐ
ま
れ
、
室
前
の
費
作
が
予
想
さ
れ
、
　
た
が
、
今
年
は
さ
ら
に
こ
の
記
録
を
更

賠
償
合
は
l
億
円
に
達
す
る
の
で
は
な
新
す
る
こ
と
は
確
笑
な
よ
う
で
す
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

い
か
と

み
ら

れ
て
い
ま
す
O
　
　
　
　
1

耕
杵
組
合
当

局
の
話
セ
は
・
作
付
面
　
耕
作
組
合

積
は
一
一
五
町
六
反
余
で
反
当
二
四
五
　
　
　
　
法
人
に
改
一
組

キ
ロ
、
二
八
万
一
千
キ
ロ
以
⊥
の
牧
か
1
煙
草
耕
作
組
合
法
が
制
定
さ
れ
て
、

く
が
見
込
ま
れ
、
キ
ロ
当
三
五
〇
円
以
組
合
は
法
人
と
し
て
再
出
発
す
る
こ
と

上
に
な
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
　
に
な
り
、
町
た
ば
こ
耕
作
組
合
は
八
月

　
こ
れ
は
普
通
作
に
は
入
打
撃
の
本
年
二
〇
日
解
散
総
会
を
ひ
ら
き
、
つ
さ
い

の
異
常
干
ば
つ
が
、
葉
た
ば
こ
に
は
か
｝
て
1
1
二
日
に
は
、
根
占
地
区
煙
草
耕
作

は
っ
き
り
し
た
期
日
は
部
落
長
を
通

じ

て
連
絡
し
ま
す
。

　
茶
を
つ
む
と
き
は
、
来
年
の
一
番
茶

が
つ
み
や
す
い
よ
う
に
濁
く
つ
む
よ
う

に
し

て
ト
さ
い
e

お

知

ら
せ

　
戦
傷
柄
者
戦
没
老
遺
族
簿
援
護
法
に

よ

り
、
遺
族
年
今
等
を
受
け
る
櫓
利
は

七
年
間
請
求
し
な
い
て
い
る
と
r
時
効

と
な
つ
て
権
利
が
な
く
な
り
ま
す
o

　
も
う
’
ぽ
と
ん
ど
の
方
が
清
求
手
続

き
が
す
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

念
の
た
め
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
心
あ
た
り
の
方
は
民
生
係
に

お
間
合
せ
下
さ
い
。

”
ヒ
エ
々
を
と
つ
た
と
き

は
、
あ
せ
や
川
に
捨
て
な

貴
島
さ
ん
予
約
米
一
番
乗

イ

セ
エ
ビ

其
の
他
の
貝
類
の
蚕
殖
等
、

枚
挙
に
暇
の
な
い
程
あ
る
筈
で
あ
り
一
一
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度
失
敗
し
た
ら
断
念
し
た
り
、
又
行
き
一

当

リ
バ
ツ
タ
リ
的
な
浅
海
増
殖
の
計
画

を
建
て
た
り
し
て
は
切
角
の
事
業
も
貴

貢
な
経
費
を
浪
費
す
．
O
ば
か
り
に
て
何

等
得
る

所
な
く
残
る
も
の
は
借
憤
だ
け

と
な
り
ま
し
よ
う
。
農
又
と
異
り
四
囲

の
変
化
の
厳
し
い
海
侃
を
勘
案
し
恒
久

的
対
策
の
ト
鋭
意
牛
雌
性
向
ヒ
を
目
指

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

し
て
努
力
す
る
な
ら
ば
波
に
鼓
金
の
佗

咲

ぽ拙
錺
轡
鵠
縫
が
く
れ

芝
と
す
る
よ
り
燕
限
の
砦
鶉
い

肌翻
螺
難
輔
賭
巽
艦
腰

』晶
需
鑓
酷
顯
晶
鰭
本

剣
に

平
綴
第
葉
調
畠
轟
も

に

U
脚
し
て
浅
刑
畑
殖
並
に
湖
合
漁
業
一

の饗
・
送
な
・
ば
議
饗
府

の
救
涜
レ
も
と
よ
リ
ホ
町
経
済
の
発
展
一

　　　　　　　　　　　　　　　
政

に畠
大
な
る
貢
献
を
な
董
肇
竺

の
言
を
待
つ
迄
も
あ
り
ま
せ
ん
。

い

て
、
肌
き
す
て
る
か
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
早

期

米

は

20

日
ま
で
に

　
本
年
産
米
の
予
約
は
、
関
係
機
閏
の
米
供
出
の
一
番
乗
り
、
八
月
末
日
現
在

協
力
て
目
標
の
九
五
八
石
に
対
し
て
約
　
w
約
l
O
石
が
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

九
〇
％

の
七
七
八
石
に
こ
ぎ
つ
け
後
一
　
　
農
協
で
は
’
早
く
出
荷
す
る
と
価
格

息
と
い
う
と
こ
ろ
。
　
　
　
　
　
　
　
も
有
利
で
あ
る
の
で
で
き
る
だ
け
早
く

　
一
方
、
早
期
米
の
出
ま
わ
り
で
八
月
出
荷
す
る
よ
う
、
と
く
に
早
期
米
は
今

1IO
日

に
は
、
入
原
の
貴
島
降
敏
さ
ん
月
二
〇
日
ま
で
F
出
荷
す
る
よ
う
望
ん

が
早
く
も
一
石
六
斗
を
出
荷
し
て
予
約
で
い
ま
p
e

t
甲
；
：
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
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t
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p

紅
茶藷
朋
る
い
粟
手
・
入
町
は
畑
が
多
く
紅
茶
も
旦

哲
に
つ
い
て
は
先
般
町
報
で
ど
こ
で
も
栽
培
で
き
ま
す
が
、
と
く
に
　

紹
介
し

ま
し

克
が
、
町
で
は
大
根
占
、
神
川
検
区
が
適
当
で
あ
り
ま
一

、

国
や
県
の
方
針
に
準
じ
て
す
ま
た
栽
培
す
る
に
は
少
く
と
も
一
〇
　

新
植
希
望
払
の
申
込
み
を
弾
名
以
上
の
弊
団
栽
培
が
望
ま
し
く
、
新

紅

茶

新

植

え
つ
て
よ
く
、
台
風
の
害
も
な
く
記
録

破
り
の
日
目
を
あ
げ
、
品
質
も
非
常
に

よ

か
つ
た
た
め
で
す
。

　
1
1
二
年
度
㈲
反
当
二
二
九
キ
ロ
、
キ

海

ま
で
持
つ
て
い
っ
て
捨

申

込
は
月
末
ま
で

学
改
嵩
金
獣
の
違
市

付
け
て
い
ま
す
。

　
農
林
省
も
紅
茶
奨
励
に
本

も
あ
り
ま
す
．

嚢
硝
璽
況

円
絆
度
、
こ
れ
に
は
農

（反
当
り
三
三
六
〇
円
ー
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三
年
間
冊
利
子
）
以
士
の
こ
と
を
よ
v
　

腰
を
入
れ
県
の
枕
傭
剤
茶
試
考
え
に
入
G
て
、
同
好
者
で
話
し
合
い
、
一

験
地
も
来
年
度
か
ら
国
へ
移
希
望
者
は
九
月
末
日
ま
で
に
経
済
浬
へ

管
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
て
い
申
込
ん
で
下
さ
い
。

産畜

て

ま
し
よ
う
’
て
な
い
と

来
年
ま
た
苦
労
し
ま
す
。

動く大菊人形展
　lO月10日～11月23日

於　鴨池遊園地

　前売券　120円

青年団で発売中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
速
氏
が
定
り
、
本
町
か
ら
の
役
員
と

組
合
の
設
立
総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
一
し
て
、
理
事
に
本
釜
清
、
落
司
吉
彦
、

　
た
ば
こ

耕
作
組
合
は
四
力
町
村
て
一
原
田
速
雄
、
岡
元
盛
二
、
の
四
氏
と
、

組
合
と

な
り
、
各
町
村
に
支
部
が
置
か
監
事
に
福
幽
平
吉
の
各
氏
が
選
出
さ
れ

れ
ま

ヶ
が
、
組
合
長
に
は
根
占
町
の
石
ま
し
た
。
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※肉豚共同出荷
8月14日　出荷頭勘　17頭

キロ当り最高56円　最低48円
斤当り　最高93円　最低79円

　　　　平均84円
Ψ均生体星80キロ（132斤）

※仔豚せり市
9月3日　出場16頭　内売却m頭

めす　最高3400円　最低　900円
　　　平均2，171円

おす　最高3，500円　最低5〔）0円

　　　」；’均2，077円

※仔牛せり市
8月5日出場109頭　売却84頭

　　　総評価格234万円
めす

　最高45，300円　最低8，200円

　　　平均25，094円

おす
　最高21，200［コL】　　最低10，0001J］

　　　平均16，340円

　　　総平均21，470円

　　　　　　（大根占農協調）
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